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 A 県内で訪問看護ステーションなど 18 施設を利用している在宅要介護者の家族介護者 100 名を対象者とした。調
査は 2001 年９月から 2006 年２月までで夏季以外の期間に、対象者の家庭を訪問して行った。 
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対象者の研究参加への自由意志に配慮し、参加の同意は文書で確認した。個人情報の保護を厳守した。 
Ⅴ 結果 
 家族介護者 100 名の平均年齢は 64.3±10.1 歳、女性介護者は 78 名、男性介護者は 22 名であった。夜間の就床時
間の平均は 7.6 時間、そのうち熟睡していた時間は 6.2 時間、熟睡感が無い者は 29 名、夜間介護していた者は 46 名
で、ほとんどがベッド上でのおむつ交換だった。 





















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
【博士学位論文内容の要旨】 
 塚崎恵子の博士学位論文は、家族介護者 100 名を対象として、24 時間にわたり Actigraph を用いて睡眠・覚醒状
態を判定した客観的な睡眠調査の実施と同時に、血圧日内変動を測定することで、日中の仮眠中と夜間の中途覚醒時
に測定した血圧値を除外して、日中の活動時間帯の血圧値と、夜間の熟睡時間帯の血圧値を示したことが特色である。 





 本研究は、100 名の家族介護者を対象として 24 時間にわたる客観的な睡眠調査と血圧日内変動を測定し、睡眠・
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覚醒の判定結果を用いて、日中の活動時間帯と夜間の睡眠時間帯の血圧値を明らかにした。このような多数の家族介
護者の客観的および生理学的な介護負担を調査した研究は国内外において行われておらず、貴重なデータを示した。 
 日中の活動時間帯と夜間の睡眠時間帯の血圧値を明らかにしたことで、高血圧の既往が無い者から高血圧のリスク
がある者を抽出することができ、さらに高血圧者における睡眠と血圧と疲労感の関係を明らかにしたことにより、睡
眠の必要性を示すことができた。 
 よって、本博士論文は大阪大学博士（看護学）の学位授与に値する。 
